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研究を中心と

属雇用職業総合研究所職業情報研究部

　
今
日
、
若
者
の
職
業
観
や
離
転
職
行
動
が
、
し
ば

し
ば
話
題
に
な
る
。
若
年
者
の
離
職
率
の
上
昇
も
、

「
ち
ょ
っ
と
い
や
に
な
る
と
す
ぐ
辞
め
る
」
「
新
人
類
し

的
価
値
観
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
。
し
か
し
、

新
規
高
卒
者
の
中
で
み
る
と
、
卒
業
三
年
目
の
離
職

率
は
停
滞
傾
向
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
若
者
全
体
の
流

動
化
（
あ
る
い
は
「
新
人
類
化
」
）
は
見
ら
れ
ず
、
一

部
の
流
動
層
が
離
職
を
く
り
返
し
、
若
年
者
全
体
の

「
離
職
率
」
を
押
し
上
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
い
っ
た

ん
離
職
す
る
と
、
そ
の
後
安
定
し
た
就
業
先
を
見
つ

け
に
く
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
若
年
流
動
層
に
つ
い
て
も
、

「
気
に
入
っ
た
就
職
先
が
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で

無
業
化
、
な
い
し
不
安
定
就
業
化
し
や
す
い
若
者
気

質
」
と
い
っ
た
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
こ
う
し
た
方
向
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
延
長
に
は
、

在
学
時
の
職
業
意
識
の
形
成
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
就
職
希
望
者
が
確
固
た
る
目
的
意
識
を

持
た
ず
に
就
職
し
て
お
り
、
今
後
は
「
生
き
方
の
指

導
」
が
重
要
で
あ
り
、
職
業
体
験
を
学
校
で
用
意
す

る
な
ど
し
て
職
業
観
の
確
立
を
図
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
く
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
問
題
は
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
確
固

た
る
職
業
意
識
も
な
い
高
校
生
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
組
織
的
な
活
動
に
よ
っ
て
、
就
職
希
望
者
の

ほ
と
ん
ど
に
就
職
先
を
あ
て
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
も
う
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
職
業

的
な
教
育
・
指
導
・
紹
介
の
体
制
に
つ
い
て
の
検
討

で
あ
る
。
今
日
の
職
業
的
な
進
路
配
分
の
し
く
み
の

問
題
が
、
彼
ら
の
職
業
選
択
行
動
の
背
景
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
小
論
で
は
、
高
卒
就
職
者
の
職
業

別
進
路
に
関
す
る
研
究
の
結
果
を
も
と
に
、
職
業
的

な
進
路
の
あ
っ
せ
ん
・
配
分
の
現
実
を
把
握
す
る
こ

と
を
課
題
と
し
た
い
。
詳
細
は
職
研
調
査
研
究
報
告

書
7
8
『
古
畢
就
職
者
の
職
業
別
進
路
に
関
す
る
研
究
』

（一

續
ｪ
八
年
三
月
）
で
あ
る
が
、
こ
の
研
究
で
は
①

職
業
の
希
望
と
現
実
の
関
連
や
ギ
ャ
ッ
プ
、
②
職
業

的
機
会
の
地
域
間
格
差
と
そ
れ
へ
の
対
応
、
③
高
校

の
学
科
や
学
校
と
の
職
業
的
な
進
路
と
の
関
連
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
に
、
求
人
・
求
職
・
就
職
な
ど

の
統
計
資
料
を
収
集
・
分
析
し
て
い
る
。
分
析
の
主

な
対
象
は
、
十
二
都
道
府
県
四
八
公
共
職
業
安
定
所

管
内
の
全
日
制
高
校
一
九
八
六
年
三
月
高
卒
者
で
あ

り
、
分
析
デ
ー
タ
は
高
校
数
九
三
一
校
、
該
当
就
職

者
数
十
万
六
二
二
人
で
あ
る
。

ω
高
卒
就
職
の
ト
レ
ン
ド

　
八
○
年
代
の
高
卒
就
職
動
向
は
厳
し
い
も
の
が
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
企
業
規
模
で
も
、
大
卒
者
や
中

途
採
用
者
な
ど
全
体
に
大
企
業
中
心
に
雇
用
が
拡
大

し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
卒
者
で
は
大
企
業

か
ら
の
求
人
は
停
滞
し
、
就
職
者
も
拡
大
し
な
か
っ

た
。　
こ
う
し
た
中
で
、
高
卒
者
中
の
就
職
者
の
比
率
（
学

校
基
本
調
査
）
を
見
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
中
頃
に

20

進路ど職業意識

一高卒就職者の職業別進路に関する

研究を中心として-

圭ー吉本雇用職業総合研究所職業情報研究部

今
日
、
若
者
の
職
業
観
や
離
転
職
行
動
が
、
し
ば

し
ば
話
題
に
な
る
。
若
年
者
の
離
職
率
の
上
昇
も
、

「
ち
ょ
っ
と
い
や
に
な
る
と
す
ぐ
辞
め
る
¥
新
人
類
し

的
価
値
観
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
。
し
か
し
、

新
規
高
産
者
の
中
で
み
る
と
、
卒
業
三
年
目
の
離
職

率
は
停
滞
傾
向
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
若
者
全
体
の
流

動
化
(
あ
る
い
は
「
新
人
類
化
」
)
は
見
ら
れ
ず
、
一

部
の
流
動
層
が
離
職
を
く
り
返
し
、
若
年
春
全
体
の

「
離
職
率
」
を
押
し
上
げ
て
い
&
。
つ
ま
り
、
い
っ
た

ん
離
職
す
る
と
、
そ
の
後
安
定
し
た
撃
禿
を
見
つ

け
に
く
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
若
年
流
動
層
に
つ
い
て
も
、

「
気
に
入
っ
た
就
職
先
が
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で

無
業
化
、
な
い
し
不
安
定
就
業
化
し
や
す
い
若
者
気

質
」
と
い
っ
た
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
方
向
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
延
長
に
は
、

在
学
時
の
職
業
意
識
の
形
成
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
就
職
希
望
者
が
確
固
た
る
目
的
意
識
を

持
た
ず
に
就
職
し
て
お
り
、
今
後
は
「
生
き
方
の
指

導
」
が
重
要
で
あ
り
、
職
業
体
験
を
学
校
で
用
意
す

る
な
ど
し
て
職
業
観
の
確
立
を
図
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
円
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
く
る
。

し
か
し
、
そ
の
問
題
は
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
確
固

た
る
職
業
意
識
も
な
い
高
校
生
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
組
織
的
な
活
動
に
よ
っ
て
、
就
職
希
望
者
の

ほ
と
ん
ど
に
就
職
先
を
あ
て
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
。

そ
れ
故
、
も
う
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
職
業

的
な
教
育
・
指
導
・
紹
介
の
体
制
に
つ
い
て
の
検
討

で
あ
る
。
今
日
の
職
業
的
な
進
路
配
分
の
し
く
み
の

問
題
が
、
彼
ら
の
職
業
選
据
付
動
の
萱
忌
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
こ
の
小
論
で
は
、
高
卒
就
職
者
の
職
業

別
進
路
に
関
す
る
研
究
の
結
果
を
も
と
に
、
職
業
的

な
進
路
の
あ
っ
せ
ん
・
配
分
の
現
実
を
把
握
す
る
こ

と
を
課
題
と
し
た
い
。
詳
細
は
職
研
調
査
研
究
報
告

書
花
『
高
卒
就
職
者
の
職
業
別
進
路
に
関
す
る
研
究
』

(
一
九
八
八
年
三
月
)
で
あ
る
が
、
こ
の
研
究
で
は
①

職
業
の
希
望
と
現
実
の
関
連
や
ギ
ャ
ッ
プ
、
⑦
職
業

的
機
会
の
地
域
間
格
差
と
そ
れ
へ
の
対
応
、
③
一
周
寝

の
学
科
や
学
校
と
の
職
業
的
な
進
路
と
の
関
連
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
に
、
求
人
・
求
職
・
就
職
な
ど

の
歩
計
資
料
を
収
集
・
分
析
し
て
い
る
。
分
析
の
主

な
対
象
は
、
十
二
都
道
府
県
四
八
公
共
職
業
安
定
所

管
内
の
全
日
制
高
校
一
九
八
六
年
三
月
高
歪
官
で
あ

り
、
分
替
、
ア
l
タ
は
高
校
数
九
一
三
校
、
該
当
就
職

者
数
十
万
六
二
二
人
で
あ
る
。
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八
0
年
代
の
高
卒
就
職
動
向
は
厳
し
い
も
の
が
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
企
業
規
模
で
も
、
大
卒
者
や
中

途
採
用
者
な
ど
全
体
に
大
人
轟
木
中
心
に
雇
用
が
拡
大

し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
率
者
で
は
大
企
業

か
ら
の
求
人
は
停
滞
し
、
就
職
者
も
拡
大
し
な
か
っ

た。
こ
う
し
た
中
で
、
高
奉
者
中
の
就
職
者
の
比
率
(
学

校
基
本
調
査
)
を
見
る
と
、
一
九
七

0
年
代
中
頃
に



は
一
時
落
ち
着
い
た
よ
う
に
み
え
た
が
、
八
○
年
の

四
四
・
八
％
を
境
と
し
て
再
び
低
下
が
進
み
、
八
八

年
置
で
は
三
五
・
九
％
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
一
九
八
○
年
前
後
か
ら
の
高
卒
就
職
環
境
の
悪
化

に
呼
応
し
て
、
就
職
を
希
望
す
る
者
が
年
々
一
貫
目

て
減
少
し
て
い
る
。

　
な
お
、
一
九
八
九
年
今
春
の
高
卒
者
に
つ
い
て
は
、

例
年
に
な
い
景
気
拡
大
で
求
人
数
は
大
幅
に
増
加
し
、

求
人
倍
率
は
一
月
末
で
二
倍
を
こ
え
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
卒
業
予
定
者
中
の
求
職
者
比
率
は
低

下
を
続
け
て
い
る
。

②
就
職
希
望
か
ら
の
進
路
変
更

　
就
職
希
望
の
低
下
は
、
年
度
間
だ
け
で
な
く
高
校

三
年
生
一
年
間
に
わ
た
る
就
職
プ
ロ
セ
ス
か
ら
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
図
1
は
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け
円
高
不
況
が
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顕
著
だ
っ
た
一
九
八
七
年
三
月
高
卒
者
を
と
り
出
し

て
、
求
職
者
数
、
就
職
決
定
者
数
、
求
人
数
な
ど
の

推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
求
人
数
や
就
職
決
定
者
数
は
時
期
を
追

っ
て
増
加
す
る
が
、
他
方
、
求
職
者
数
は
六
月
時
点

の
六
〇
万
三
、
○
○
○
人
は
も
と
よ
り
、
十
月
末
の
五

三
万
八
、
○
○
○
人
を
基
準
に
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
減
少
し
て
、
四
月
末
に
は
五
〇
万
一
、
○
○
○
人

ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　
最
終
的
な
未
就
職
の
求
職
者
数
だ
け
で
は
な
く
、

そ
こ
に
至
る
求
職
取
り
消
し
数
の
多
さ
が
注
目
さ
れ

る
。
現
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
だ
ろ
う

が
、
求
職
者
数
の
減
少
分
は
、
た
と
え
ば
、
縁
故
就

職
や
専
修
学
校
進
学
な
ど
と
と
も
に
、
正
規
の
雇
用

を
あ
き
ら
め
て
臨
時
と
か
ア
ル
バ
イ
ト
で
過
ご
す
者

や
無
業
の
者
も
多
く
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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図2　供給地出身者の地域移動と職業
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動

　
地
域
格
差
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
各
種
の
統
計
か
ら

周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
求
人
の
量
的
な
格
差
と
、

就
職
希
望
者
の
就
職
決
定
率
の
格
差
と
が
生
じ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
本
研
究
デ
ー
タ
の
職
業
別
分
析
か
ら

も
、
求
人
数
が
少
な
い
と
こ
ろ
ほ
ど
、
生
徒
の
希
望

す
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
的
な
職
種
の
求
人
も
少
な
く
、

結
果
的
に
、
労
働
力
の
供
給
地
域
な
ど
で
は
、
地
元

で
専
門
技
術
職
や
事
務
職
へ
の
就
職
者
が
少
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
…
機
会
の
地
域
的

な
格
差
の
下
で
、
高
卒
者
の
一
部
は
地
域
移
動
に
よ

っ
て
機
会
の
拡
大
を
図
る
が
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
図
2
を
み
る
と
、
ま
ず
男
子

の
専
門
技
術
職
（
女
子
も
傾
向
は
同
じ
）
の
場
合
、

同
じ
供
給
地
域
出
身
者
で
も
、
同
じ
公
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所
の
管
内
よ
り
も
県
内
の
他
の
安
定
所
管
轄
地
域
へ
、

さ
ら
に
県
外
に
出
る
ほ
ど
そ
の
就
職
機
会
が
大
き
く

な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
女
子
の
事
務
職
（
男
子
も

傾
向
は
同
じ
）
の
場
合
は
逆
で
あ
り
、
地
域
移
動
し

な
い
ほ
ど
、
つ
ま
り
地
元
へ
の
就
職
ほ
ど
そ
の
就
職

機
会
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ω
学
校
・
学
科
と
就
職
機
会

　
高
校
の
学
校
・
学
科
の
特
徴
と
の
関
連
に
つ
い
て
、

図
3
で
は
就
職
の
希
望
と
現
実
の
進
路
と
の
対
応
や

ず
れ
を
学
科
別
に
比
べ
た
。
こ
こ
で
は
同
じ
く
就
職

希
望
者
（
進
路
希
望
未
定
数
は
進
学
と
就
職
と
に
案

分
）
を
一
〇
〇
％
と
し
て
、
そ
の
職
種
別
希
望
者
の

比
率
と
、
職
種
別
就
職
者
の
比
率
と
を
算
出
し
た
。

つ
ま
り
、
就
職
者
数
の
比
率
の
合
計
は
、
就
職
希
望

か
ら
ほ
か
へ
進
路
変
更
す
る
者
が
多
い
分
だ
け
一
〇

○
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
学
科
計
で
み
る
と
、
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職

者
の
比
率
は
九
二
・
三
％
に
あ
た
り
、
そ
の
差
七
・

七
％
が
「
進
路
変
更
」
に
相
当
す
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
数
字
は
個
人
単
位
に
集
計
し
た
も
の
で
は
な
く
、

求
職
動
向
調
査
と
職
業
紹
介
状
況
報
告
を
学
校
単
位

で
組
合
わ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
個
人
単
位
で
は
、

進
学
か
ら
就
職
へ
の
希
望
変
更
も
あ
る
か
ら
、
就
職

希
望
か
ら
の
進
路
変
更
は
こ
の
数
字
よ
り
多
い
わ
け

で
あ
る
。

　
ま
た
、
職
種
で
は
、
希
望
時
点
で
は
専
門
技
術
職

や
事
務
職
な
ど
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
的
な
職

業
を
希
望
す
る
者
が
半
数
近
い
が
、
実
際
の
就
職
者

は
そ
れ
よ
り
も
七
・
五
％
ポ
イ
ン
ト
少
な
く
、
希
望

を
他
へ
変
更
し
技
能
工
・
生
産
工
程
職
な
ど
に
就
職
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図4　就職希望の実現率（学校・学科別）
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す
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ケ
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。

　
さ
て
学
科
別
に
み
て
、
図
3
か
ら
就
職
希
望
と
就

職
の
「
落
差
」
が
大
き
い
の
は
、
普
通
科
と
家
庭
科

の
出
身
者
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
普
通
科
で
は
、
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
職
の
希
望
過
剰
と
進
路
変
更
が
ほ
ぼ
等

し
く
な
っ
て
お
り
、
気
に
入
っ
た
職
が
な
け
れ
ば
、

他
の
職
種
に
希
望
を
変
更
し
て
就
職
を
実
現
す
る
の

で
は
な
く
、
進
学
な
ど
に
変
更
し
た
り
不
安
定
な
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
で
就
業
す
る
者
が
い
る
の
で
あ
る
。

　
他
の
職
業
科
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
的
職
種
の

希
望
な
ど
が
過
剰
で
あ
っ
て
も
、
他
の
職
種
へ
の
希

望
変
更
で
就
職
し
、
就
職
希
望
と
現
実
の
就
職
と
の

ず
れ
は
小
さ
い
。

　
同
じ
く
普
通
科
で
も
、
就
職
希
望
を
実
現
し
て
い

る
比
率
に
は
学
校
間
で
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
図
4
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は
、
一
九
八
六
年
高
卒
者
の
一
月
時
点
の
就
職
希
望

と
最
終
的
な
就
職
と
の
ズ
レ
を
、
学
校
別
に
く
ら
べ

た
も
の
で
あ
る
。
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
普
通

科
の
な
か
で
も
、
就
職
希
望
率
が
低
い
学
校
で
は
、

就
職
の
希
望
と
実
績
と
の
ズ
レ
が
小
さ
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、
逆
に
就
職
希
望
が
高
い
学
校
で
ズ
レ
が
大

き
い
。
就
職
希
望
率
三
割
以
上
の
学
校
で
は
、
就
職

希
望
者
の
一
割
以
上
が
就
職
し
て
い
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
が
相
当
数
あ
る
。

　
職
業
的
な
進
路
の
構
造
に
つ
い
て
の
概
要
を
か
い

つ
ま
ん
で
述
べ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え

て
、
職
業
意
識
と
就
職
あ
っ
せ
ん
の
問
題
を
考
え
て

み
た
い
。
そ
こ
で
、
一
例
と
し
て
北
海
道
の
地
方
都

市
に
位
置
す
る
、
就
職
者
の
多
い
公
立
普
通
高
校
の

事
例
を
あ
げ
る
と
、
昨
春
は
、
最
終
的
な
就
職
希
望

者
の
ほ
ぼ
二
割
が
就
職
未
決
定
の
ま
ま
卒
業
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
ず
っ
と
進
学
だ
け
を
夢
見
つ
づ
け
て

最
後
に
就
職
希
望
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
進
路
意

識
が
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、
と
い
う
生
徒
た

ち
が
多
く
、
ま
た
最
初
か
ら
〈
フ
リ
ー
ア
ル
バ
イ
タ

ー
〉
希
望
と
い
う
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
学
校
で
の
就
職
指
導
の
基
本
方
針
は
、
「
自
主

性
」
を
綴
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
あ
る
面
「
自
由

　
　
　
　
　
の

放
任
」
で
あ
る
。
高
い
就
職
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
自

体
必
ず
し
も
狙
っ
て
お
ら
ず
、
早
期
の
内
定
率
を
高

め
る
こ
と
に
も
同
じ
く
消
極
的
で
あ
る
。
と
い
っ
て

も
、
進
学
な
ど
へ
の
希
望
変
更
を
せ
か
す
わ
け
で
も

な
い
。

　
つ
ま
り
、
職
業
意
識
の
形
成
で
問
題
と
な
る
層
も
、

就
職
機
会
の
配
分
で
の
制
約
が
大
き
い
層
と
が
重
な

り
、
し
か
も
自
由
放
任
な
就
職
指
導
が
こ
う
し
た
状

況
を
増
幅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
問
題
を
提
示
す
る
だ
け
で
終
わ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま

の
問
題
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
高
卒
者
の
就
職

機
会
が
縮
小
す
る
時
そ
れ
に
か
か
わ
る
問
題
は
、

す
べ
て
の
高
校
に
影
響
が
で
る
の
で
は
な
く
、
こ
う

し
た
抵
抗
力
が
弱
い
、
難
し
い
位
置
づ
け
の
学
校
で

の
進
路
選
択
や
進
路
指
導
に
叢
叢
的
に
現
わ
れ
て
い

る
。　
そ
れ
ゆ
え
、
就
職
の
あ
っ
せ
ん
の
仕
組
み
・
構
造

を
ど
う
理
解
し
、
そ
の
現
実
を
ど
う
解
体
・
再
構
成

し
て
い
く
か
、
こ
う
し
た
視
点
の
な
い
若
者
の
職
業

意
識
や
そ
の
指
導
に
つ
い
て
の
議
論
は
不
毛
で
あ
る

と
思
う
。

（
注
）

ω
吉
本
圭
一
「
新
人
類
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
る
か
？
ω

　
～
㈹
」
『
エ
ン
プ
ロ
イ
』
一
九
八
七
年
五
～
七
月
号
（
雇

　
用
情
報
セ
ン
タ
ー
）
を
参
照
。

②
山
川
明
子
「
若
年
離
転
職
者
の
職
業
指
導
と
職
業
適
性

　
検
査
」
『
職
業
研
究
』
一
九
八
八
年
特
集
号
（
雇
用
問
題

　
研
究
会
）
三
〇
頁
。

㈹
た
と
え
ば
、
山
口
政
志
「
学
校
に
お
け
る
進
路
指
導
の

　
現
状
と
課
題
」
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
国
際
セ
ミ
ナ
ー

　
『
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
一
九
八
八
年
（
雇
用
職
業
総
合
研
究

　
所
）
、
二
一
九
～
二
二
六
頁
を
参
照
。

ω
吉
本
圭
一
「
高
校
普
通
科
に
お
け
る
就
職
の
機
会
と
指

　
導
」
『
雇
用
と
職
業
』
6
7
、
一
九
八
九
年
（
雇
用
職
業
総

　
合
研
究
所
）
を
参
照
。
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